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 これは、私が川崎の市立小学校で校長

をしていた時の、卒業を迎える子どもた

ちとの活動です。 

 校長になって３年目の年、年末になり

６年生は卒業アルバムや卒業文集などの

活動に取り組み始めた頃でした。 

 卒業まで、あと数か月。６年生の子ども

たちと何か交流ができればいいなと考え

ていました。校長室で子どもたちと一緒

に給食を食べながら交流するのもいいか

な、などと考えていました。 

 しかし、もっと子どもたちと一緒に活動しながら触れ合ったり、その時限りではなく、も

っと先まで交流が続くような関りはないかなと考えていました。 

 この年の６年生は、「心を一つに」という学年のテーマを大切にしており、様々な行事や

活動の中で、このテーマに沿って具体的な活動を展開していました。 

 そこで、このテーマをもとに子どもたちとの活動が考えられないかなと思い始めました。 

そして始まったのが、この「卒業プロジェクト」です。 

 子どもたちには、「心を一つにプロジェクト」と伝えました。 

 

「心を一つにプロジェクト」 

〇全紙版の白ボール紙を９枚並べます。 

〇そこに、中抜きの太い文字でテーマの 

 「心を一つに」という文字を書きます。 

 この文字は、子どもではなく、私が書き 

 ました。その理由は後ほど。 

〇全紙の白ボール紙を４分割します。 

 これで、白ボール紙は、９×４で３６枚 

 になります。 

〇この３６枚それぞれの文字の中に子ど 

もたちが好きな絵を描いていきます。 

〇５人ぐらいのグループで、２枚の紙を 

担当します。 

〇子どもたちに渡った紙には、黒い太い線が書かれているだけで、何が描いてあるか全くわ

かりません。 



〇子どもたちは、線の中に好きな絵を描い 

て色を付けていくのです。 

〇子どもたちは、こんな感じで１枚の紙に 

 ２～３人で絵を描いていきました。 

〇何を描いていいか思い浮かばない子や 

グループには、話をしながら、学校生活 

に関係のあることや自分の好きなこと 

などを聞いて、ヒントを伝えました。 

〇「この子たちこんなに仲が良かったか 

な？」と思えるくらい、男女関係なく体 

を寄せ合い、楽しそうにおしゃべりをし 

ながら描いている姿がとても微笑まし 

い感じでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇毎日のように２グループずつが交代で校長室に来て描いていましたが、全部で１８グルー

プあるので、３週間に１度くらいしか描く時間がありません。 

〇後半になり、卒業の日が迫ってくると、「今日も校長室いいですか？」の声がいろいろな

グループから上がり、次第に校長室に来るグループが増えてきました。 
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〇子どもたちは、紙の部分に好きなように絵を描くことをグループで協力しながら楽しんで

いましたが、自分たちの描いている絵が一体何になるのか、全くわかっていません。 

 「卒業に向けてのプロジェクト」だよということは言ってあるので、みんなの作品を合わ

せて卒業に向けた何かが出来上がることは感じでいたと思いますが。 

〇この「卒業プロジェクト」は、３年続けて行いました。毎年卒業する子どもたちのテーマ

が違うので、その文字に合わせて、つくり上げていきました。 

〇プロジェクト作品の全体像が出来上がる過程は、２年目の実践から紹介しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大きな段ボールの紙を貼り合わせて、１枚１枚の

作品をあり合わせていく下地を作っておきます。 

・作品の裏には、全て番号が振ってありました。 

この番号が、貼っていくときの場所になります。 

・くじ引きで選んだ番号順に貼っていきます。 

・くじ引きが進んできました。 

・このくらいまで貼られると、自分たちの描いた絵

で文字が表されていることに気がついてきます。 

・なんという言葉かも分かる子が出てきて、子ども

たちがざわついてきます。 

・いよいよ最後の１枚です。 

・これが貼られると、子どもたちの中から「お～」

という歓声が上がりました。 

・一人一人が描いた絵が合わさり、みんなの力で一

つの大きな作品ができあがった喜びから自然と

拍手が生まれました。 

完成した作品は、卒業式当日、 

会場に飾りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇このプロジェクトは、作品が完成して終わりではなく、いまだに続いています。 

 実は、この３６枚の絵は、１枚ずつ一緒に描いたグループの代表が持ち帰っています。 

 「１０年後に、この絵を持ち寄って、またみんなでこの大きな作品を表してみましょう」 

 と呼びかけています。 

〇最初にこのプロジェクトをやった年からもう６年たっています。子どもたちはまだこの絵

をもっていてくれるでしょうか。そして、数年後、みんなが集まって大きなテーマを表す

ことができるでしょうか。プロジェクトは、まだ続いています。 

 

 

 

 

 

１年目 

「心を一つに」 

２年目 

「心を力に」 

３年目 

「UNLIMITED」 

最後の年には、卒業式の校長の話の中で、

プレゼンを使って「最後の授業」をさせて

いただき、このプロジェクトについても語

らせてもらいました。 


